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1 令和7年9月15日 都 医 ニュース 第715号

８
月
20
日
（
水
）
都
庁
に
て
、

東
京
都
保
健
医
療
局
お
よ
び
東
京

都
福
祉
局
両
局
長
並
び
に
技
監
を

は
じ
め
幹
部
の
出
席
の
も
と
、
令

和
８
年
度
東
京
都
予
算
等
に
対
す

る
要
望
事
項
を
提
出
し
た
。

は
じ
め
に
尾
﨑
会
長
か
ら
概
説

を
行
っ
た
。
東
京
都
医
師
会
は
、

都
と
医
療
・
介
護
・
福
祉
体
制
の

施
策
に
対
し
、
車
の
両
輪
と
し
て

共
に
歩
む
べ
く
、
以
下
に
つ
い
て

要
望
し
た
。

・
地
域
包
括
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
更
な
る
充
実
に
向
け
、
東
京

都
在
宅
医
療
推
進
強
化
事
業
の

継
続
と
、
民
間
病
院
の
存
続
に

尽
力
す
る
た
め
、
都
に
よ
る
民

間
病
院
の
経
営
実
態
調
査
に
基

づ
き
、
都
独
自
の
民
間
病
院
支

援
の
継
続
強
化
。

・
介
護
老
人
保
健
施
設
等
の
老
朽

化
に
対
す
る
早
急
な
支
援
と
、

Ｉ
Ｔ
を
利
用
し
た
新
た
な
孤
独

死
予
防
対
策
の
検
討
。

・
女
性
と
子
ど
も
を
守
る
体
制
づ

く
り
に
加
え
、
母
と
子
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
、
子
宮
頸
が

ん
予
防
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
と
検
診
の
推
進
、
子
ど
も
た

ち
へ
の
健
康
教
育
の
充
実
。

・
専
門
診
療
科
の
医
師
の
連
携
に

よ
る
か
か
り
つ
け
医
機
能
を
発

揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
、
都

立
病
院
・
民
間
病
院
・
医
師
会

の
協
働
で
目
指
す
総
合
診
療
医

の
育
成
へ
の
支
援
。

・
東
京
総
合
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
、
東
京
中
の
病
院
・
診
療
所

が
情
報
共
有
で
き
る
体
制
整

備
並
び
に
電
子
カ
ル
テ
化
の

推
進
。

・
災
害
関
連
死
を
減
ら
す
対
策
と

連
携
。

・
全
国
健
康
保
険
協
会
東
京
支
部

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
喫
煙
者
が

多
い
運
輸
・
建
設
業
界
に
積
極

的
な
禁
煙
啓
発
活
動
を
行
う

支
援
。

・
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
を
抱
え
る

方
に
と
っ
て
命
に
関
わ
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

つ
い
て
、
重
症
化
予
防
の
た
め

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
、
引
き
続

き
少
な
い
負
担
で
、
公
平
に
都

内
全
域
で
接
種
で
き
る
体
制

確
保
。

続
い
て
、
東
京
都
医
師
会
が
考

え
る
重
点
医
療
政
策
に
つ
い
て
、

各
副
会
長
よ
り
以
下
の
要
望
事
項

を
説
明
し
た
。

平
川
副
会
長

１
．
地
域
包
括
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
充
実
と
推
進
：「
多
職
種
連

携
」「
多
機
関
連
携
」
で
基
本
と

な
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
構
築
、

そ
の
要
と
な
る
医
療
介
護
分
野
へ

の
支
援
。

（
1
）
在
宅
医
療
強
化
事
業
へ
の

支
援
：「
東
京
都
在
宅
医
療
推
進

強
化
事
業
」
を
地
区
行
政
に
移
管

後
も
、
区
市
町
村
格
差
が
生
じ
な

い
よ
う
、
引
き
続
き
都
の
関
与
と

支
援
。

（
2
）
介
護
老
人
保
健
施
設
の
大

規
模
改
修
へ
の
支
援
：
老
朽
化
が

進
む
老
健
施
設
の
改
修
、
設
備
整

備
等
へ
の
支
援
。

（
3
）
慢
性
的
に
不
足
し
て
い
る

医
療
介
護
福
祉
人
材
へ
の
対
策
：

准
看
護
師
、
看
護
師
、
介
護
福
祉

士
等
の
養
成
施
設
へ
の
支
援
。
外

国
人
介
護
人
材
に
つ
い
て
は
、
育

成
就
労
制
度
で
転
籍
要
件
が
明
確

化
さ
れ
た
こ
と
で
地
方
か
ら
東
京

へ
の
流
入
増
が
推
察
さ
れ
る
た

め
、
新
た
な
支
援
策
と
管
理
体
制

の
構
築
に
加
え
、
高
額
手
数
料
を

課
す
紹
介
事
業
者
等
に
対
す
る
都

と
し
て
の
指
導
・
監
督
並
び
に
公

共
職
業
紹
介
の
充
実
・
強
化
。

土
谷
副
会
長

２
．
東
京
都
独
自
の
民
間
病
院
支

援
シ
ス
テ
ム
の
強
化
：
東
京
都
病

院
協
会
の
調
査
で
は
２
０
２
４
年

上
半
期
に
調
査
病
院
68
・
１
％
が

赤
字
、
一
般
病
院
78
・
１
％
が
赤

字
、
人
件
費
・
物
価
高
騰
が
追
い

打
ち
を
か
け
る
危
機
的
な
経
営
状

況
に
対
す
る
更
な
る
支
援
。

３
．
災
害
関
連
死
の
減
少
に
向
け

た
取
り
組
み
：
災
害
関
連
死
を
減

ら
す
対
策
の
連
携
と
取
り
組
み
へ

の
支
援
。

４
．
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
：
人
材
不

足
対
策
に
必
須
。
地
域
医
療
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
推
進
と
全
国
医
療
情

報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
接
続
す

る
た
め
の
支
援
。

５
．
地
域
医
療
を
支
え
る
医
師
の

育
成
の
推
進
：
高
齢
患
者
は
併
存

疾
患
も
多
く
、
総
合
診
療
的
な
医

師
の
育
成
と
各
診
療
科
の
連
携
が

不
可
欠
。
医
師
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ

に
対
す
る
支
援
。

川
上
副
会
長

６
．
少
子
化
の
中
で
、
し
っ
か
り

女
性
と
子
ど
も
の
安
心
安
全
を
守

る
取
り
組
み
：
産
後
う
つ
も
含
め
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
支
援
、
産

後
ケ
ア
な
ど
安
心
安
全
を
守
る
た

め
の
施
策
の
充
実
。

７
．
感
染
症
対
策
に
関
す
る
施
策

の
充
実
：
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

と
百
日
咳
は
、
新
生
児
期
か
ら
乳

児
期
の
罹
患
で
呼
吸
困
難
か
ら
低

酸
素
脳
症
、
生
命
の
危
機
に
晒
さ

れ
る
。妊
娠
後
期
に
新
型
コ
ロ
ナ
、

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
Ｒ
Ｓ

ウ
イ
ル
ス
、
３
種
混
合
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
推
奨
し
、
新
生
児
・
乳

児
の
生
命
を
守
る
た
め
の
接
種
費

用
の
助
成
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
と
検
診
の
積
極
的
か
つ
継
続

的
な
啓
発
と
実
施
。

８
．
都
民
の
自
立
を
促
す
セ
ル
フ

ケ
ア
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
推
進

９
．
学
校
保
健
対
策
の
充
実
：
学

校
医
を
活
用
し
て
、
繰
り
返
し
行

う
実
践
的
な
教
育
で
子
ど
も
と
保

護
者
の
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高

め
、
教
職
員
研
修
等
に
は
教
育
委

員
会
や
学
校
と
協
力
し
て
実
施
す

る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
へ
の
支

援
。

10
．
禁
煙
推
進
の
た
め
の
施
策
の

充
実
：
タ
バ
コ
は
違
法
薬
物
の
使

用
に
つ
な
が
る
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
ド

ラ
ッ
グ
。
加
熱
式
タ
バ
コ
、
水
タ

バ
コ
と
も
に
健
康
被
害
防
止
の
た

め
、
屋
内
外
で
の
使
用
禁
止
な

ど
の
規
制
。

左から髙﨑福祉局長、尾﨑会長、山田保健医療局長

令和8年度 東京都予算等に対する要望事項 都民の健康を守る医療や
介護、福祉体制の施策

医 師 と 医 師 会 を 結 ぶ 情 報 紙
令和7年9月15日／毎月1回15日発行

Vol.

715都医 EWS
ニュース

発行所■公益社団法人 東京都医師会　〒101–8328 千代田区神田駿河台2–5　TEL.03–3294–8821㈹　　定価■1部77円

令和8年度 東京都予算等に対する要望事項 01

底流／地区医師会新会長紹介　ほか 02

みどりの広場　ほか 03

ふれあいポスト 04

感染症豆知識　ほか 05

地区医師会長からの一言 06



2第715号 都 医 ニュース 令和7年9月15日

都医ニュース表紙の
写真を募集

〒101-8328　東京都千代田区神田駿河台2-5
東京都医師会 広報学術課　☎03-3294-8821（代）
kouhou@tokyo.med.or.jp

応募・問い合わせ先

本ニュースは毎月、季節に合った東京の写真を表紙に掲載
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応
募
規
定

近
年
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
課

題
が
多
様
化
、
複
雑
化
す
る
な
か

で
「
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
」
の
重

要
性
が
改
め
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
健

康
に
関
す
る
情
報
を
入
手
、理
解
、

評
価
し
適
切
に
活
用
す
る
力
と
さ

れ
て
お
り
、
生
涯
に
わ
た
る
健
康

づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
も
の
だ
。

特
に
児
童
生
徒
に
お
け
る
基
礎
的

な
健
康
知
識
や
生
活
習
慣
の
形
成

は
、
将
来
の
生
活
習
慣
病
予
防
や

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
維
持
に
も
大
き

く
寄
与
す
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
東
京

都
医
師
会
で
は
学
校
保
健
に
関
わ

る
医
師
が
中
心
と
な
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
自
身
の
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ

シ
ー
を
育
む
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
る
。
学
校
保
健
を
担
当
す
る

医
師
や
地
区
医
師
会
に
属
す
る
学

校
医
の
果
た
す
役
割
は
非
常
に
大

き
く
、
単
な
る
健
康
診
断
や
感
染

症
対
策
に
留
ま
ら
な
い
包
括
的
な

支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

最
も
大
事
な
こ
と
は
、
児
童
生

徒
に
向
け
て
行
う
直
接
的
な
啓
発

活
動
で
あ
る
。
学
校
医
に
よ
る
生

活
習
慣
病
予
防
、
感
染
症
対
策
、

心
の
健
康
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
の
関
わ
り

方
な
ど
、
そ
の
時
々
、
そ
の
時
代

に
即
し
た
テ
ー
マ
で
の
特
別
授
業

の
実
施
や
、
健
康
診
断
の
際
に
ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う

こ
と
は
、
児
童
生
徒
に
大
き
な
学

び
の
場
を
与
え
る
。

子
ど
も
た
ち
の
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ

シ
ー
向
上
に
は
、
家
庭
す
な
わ
ち

保
護
者
や
地
域
住
民
の
理
解
や
協

力
が
重
要
と
考
え
ら
れ
、
年
１
〜

２
回
各
学
校
で
行
わ
れ
る
学
校
保

健
委
員
会
、
地
域
で
の
講
演
会
な

ど
を
通
じ
て
、
医
師
会
や
学
校
医

が
主
体
と
な
っ
て
正
確
な
医
療
情

報
を
発
信
し
続
け
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。

ま
た
、
学
校
医
が
最
も
重
要
視

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
教

師
や
養
護
教
諭
と
の
連
携
強
化
で

あ
る
。
学
校
現
場
で
の
健
康
教
育

は
教
師
や
養
護
教
諭
に
よ
っ
て

日
々
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内

容
や
質
に
は
地
域
差
、
学
校
差
な

ど
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
学

校
医
は
学
校
保
健
計
画
及
び
学
校

安
全
計
画
の
立
案
に
関
与
す
る
こ

と
が
必
要
だ
が
、
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
関
与
し
て
こ
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
今
後
は
専
門
知
識
を
も
と

に
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
教
育

に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
。

今
後
、
研
修
会
や
医
師
会
の
学

校
医
の
先
生
方
と
情
報
交
換
な
ど

を
通
じ
て
、
東
京
都
医
師
会
と
し

て
も
児
童
生
徒
の
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ

シ
ー
向
上
に
係
る
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
を
体
系
化
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
児
童
生

徒
の
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
に

関
わ
り
た
い
と
考
え
る
若
い
先
生

方
が
学
校
医
を
目
指
す
き
っ
か
け

と
な
り
、
学
校
医
の
高
齢
化
に
伴

う
担
い
手
不
足
の
解
消
に
も
つ
な

が
る
よ
う
、
今
後
も
発
信
し
続
け

て
い
く
。

（
弘
瀨
知
江
子
）

子
ど
も
た
ち
の
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
を
育
む
た
め
、学
校
医
に
は
、健
康
診

断
や
感
染
症
対
策
に
留
ま
ら
な
い
、包
括
的
な
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ヘルス
リ
テ
ラシ
ー
向
上
に
向
け
た

学
校
医
の
取
り
組
み

［在宅医療］10月25日（土）14時30分～16時30分
①学術講演：「在宅医療の神髄」 《CC：80、1単位》
　講師：医療法人社団在和会 立川在宅ケアクリニック 理事長 井尾和雄
②保険診療の基本的事項について
③保険請求について
［内　　科］11月8日（土）14時30分～16時30分
①学術講演：「膠原病・リウマチ診療の最近の進歩」 《CC：73、1単位》
　講師：順天堂大学医学部附属順天堂医院 膠原病・リウマチ内科 教授
  田村直人
②保険診療の基本的事項について
③保険請求について
［眼　　科］11月22日（土）14時30分～16時30分
①学術講演：「乳幼児の視覚スクリーニング～小児科と眼科の連携」

《CC：36、1単位》
講師：国立成育医療研究センター 小児外科系専門診療部 眼科診療部長

 仁科幸子
②保険診療の基本的事項について
③保険請求について

［会場］東京都医師会館（千代田区神田駿河台2-5）
［定員］各回300名（定員になり次第締切り）
［備考］• 各回とも日本医師会生涯教育制度の単位取得可能（来場参加者

に限る。動画視聴では取得不可）
　　　• 各回の「②保険診療の基本的事項について／③保険請求につい

て」はいずれも《CC：6、0.5単位》取得可能
　　　• ［眼科］（11月22日）は「日本眼科学会専門医制度1単位」を付与

可能（希望者は専門医カードを持参してください）

【参加申込】［申込期日］10月18日（土）
右記の研修申込システムより、当日受講される方の氏名
で申込いただき、申込完了時に発行される「受講証」の2
次元コードを表示できるスマートフォン等の端末、また
は2次元コードを印刷してご持参ください（非会員も申
込可）。
https://study.tokyo.med.or.jp/publish/Login
【開催情報】
講習会の詳細や注意事項について、事前に右記のペー
ジをご確認ください。また、講習会終了後、1カ月程度
を目途に東京都医師会ホームページ上に講演の映像や
資料データを掲載する予定です。閲覧の際のパスワード
は、メールにてお知らせする「医療保険講習会のお知ら
せ」をご確認ください。
https://www.tokyo.med.or.jp/37893

医療保険講習会（医師対象）

（研修申込システム）

（開催情報ページ）
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④
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介
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①
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②
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②
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③
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科
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金
井
市
医
師
会
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会
長

③
語
学
学
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、
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④
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看護師への医師助言 13,910 11,774 2,136 （ 18.1%） 76.9 
通信員への医師助言 49 221 -172 （ -77.8%） 0.3 

（※1）救急相談件数に占める割合
（※2）応答率とは、総着信件数に占める受付件数の割合（応答率＝受付件数÷総着信件数（％））

累　計 前年件数 前年同時期増減
（増減比）

受付件数に
占める割合

前年
同時期

1日
あたりの
件数

総 着 信 件 数 290,182 289,836 346 （ 0.1%） 1,603.2 
受 付 件 数 246,029 232,533 13,496 （ 5.8%） ─ ─ 1,359.3 
救 急 相 談 173,107 156,313 16,794 （ 10.7%） 70.4% 67.2% 956.4 
救 急 要 請 32,535 29,665 2,870 （ 9.7%）（※1）18.8%（※1）19.0% 179.8 
医療機関案内 68,765 73,555 -4,790 （ -6.5%） 27.9% 31.6% 379.9 
相談前救急要請 4,053 2,513 1,540 （ 61.3%） 1.6% 1.1% 22.4 
かけ直し依頼 104 152 -48 （ -31.6%） 0.0% 0.1% 0.6 
応答率（※2） 84.8% 80.2% 4.6P

［令和7年1月1日から6月30日まで］
■東京消防庁救急相談センター受付状況（速報値）

　最新調査によると、#7119の東京都民認知率は73.9％に達し、利用者数も増加傾
向にあります。救急相談センターでは、都民の声や相談医の皆様の『業務ノート』を通
じ、対応上の課題や改善提案、評価の声をいただいております。これらの貴重なご意
見は、月例合同カンファレンスで共有・協議し、可能な限り適切な対応策を講じてい
ます。電子化された『業務ノート』は閲覧や検索が容易になり、現況の課題把握に役
立ちますので、ぜひご一読ください。
　今年上半期の救急要請件数は昨年より減少しており、#7119のみの成果とは断定で
きませんが、認知率の向上とともに、これまでの対策が救急要請の適正利用に一定
の効果を上げている可能性があります。今後も利用者と提供者双方の「安心」につなが
る価値を提供できるよう、環境整備を進めてまいります。引き続き、ご支援とご指導
を賜りますようお願い申し上げます。

東京消防庁救急相談センター（＃7119）
救急相談センター（#7119）が提供可能な価値の追求に向けて
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小
石
川
医
師
会
館
は
文
京
区

の
丸
ノ
内
線
茗
荷
谷
駅
の
傍
に

あ
り
、
そ
の
周
辺
に
は
多
く
の

教
育
機
関
が
あ
る
。
中
央
大
学

の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
２
０
２
３
年

に
新
設
さ
れ
、
ほ
か
に
も
お
茶

の
水
女
子
大
学
、
跡
見
学
園
女

子
大
学
、
拓
殖
大
学
、
筑
波
大

学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
歴
史
あ

る
大
学
が
並
ぶ
。
ま
た
、
お
茶

の
水
女
子
大
学
、
筑
波
大
学
の

附
属
小
・
中
学
校
・
高
等
学
校

も
あ
り
、
登
下
校
の
時
間
と
も

な
る
と
茗
荷
谷
駅
周
辺
の
狭
い

歩
道
は
児
童
・
学
生
た
ち
の
活

気
で
溢
れ
返
る
。

茗
荷
谷
駅
前
の
春
日
通
り
を

後
楽
園
方
面
に
５
分
程
歩
く

と
、
左
手
に
広
々
と
し
た
播
磨

坂
が
見
え
て
く
る
。
播
磨
坂
は

幅
が
約
40
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
約

４
６
０
メ
ー
ト
ル
に

及
ぶ
通
り
で
、
中
央

分
離
帯
が
遊
歩
道
と

な
っ
て
お
り
、
両
脇

は
車
道
で
車
が
行
き

交
っ
て
い
る
。
遊
歩

道
と
車
道
脇
の
歩
道

に
は
約
１
２
０
本
の

桜
が
あ
り
、
３
月
下

旬
に
な
る
と
満
開
の

桜
で
歩
道
も
車
道
も

見
事
な
桜
の
ト
ン
ネ

ル
と
な
る
。
そ
の
頃

に
は
「
文
京
さ
く
ら

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
う
。
ほ
と
ん
ど
が

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
で
あ
る
が
、
坂

の
途
中
に
１
本
だ
け
早
咲
き
の

桜
が
あ
る
。
河
津
桜
で
２
月
頃

か
ら
花
を
咲
か
せ
、
ほ
か
の
桜

は
ま
だ
咲
い
て
い
な
い
中
、
紅

一
点
寒
い
中
で
も
春
を
感
じ
さ

せ
る
。

播
磨
坂
の
名
は
江
戸
時
代
、

松
平
播
磨
守
の
屋
敷
が
あ
っ
た

こ
と
に
由
来
す
る
。
こ
の
播
磨

坂
は
元
々
、
戦
後
の
復
興
計
画

で
建
設
が
決
定
さ
れ
て
い
た
も

の
の
全
面
開
通
し
な
か
っ
た
環

状
３
号
線
の
一
部
だ
そ
う
で
、

周
囲
の
道
路
に
比
べ
幅
が
明
ら

か
に
広
い
。
お
か
げ
で
広
い
遊

歩
道
は
周
辺
住
民
の
憩
い
の
場

と
な
っ
て
い
る
。

（
小
石
川
医
師
会
吉
橋
秀
貴
）

209

「
金
の
亡
者
」
と
い
う

偏
見
へ
の
反
証

　
　

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
医
学
部
医
学
科
６
年

北
久
典

昨
今
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
「
医
者
は
金

の
亡
者
で
あ
る
」
と
い
う
投
稿
を

よ
く
見
か
け
る
。
し
か
し
、
少
な

く
と
も
２
年
間
の
実
習
に
お
い

て
、「
金
の
亡
者
」
と
呼
べ
る
医

師
を
私
は
見
た
こ
と
が
な
い
。
で

は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
主
張
が
生
ま

れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
投
稿
に
は
「
医
療

と
い
う
公
共
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
立
場
に
あ
り
な
が

ら
、分
不
相
応
に
高
収
入
で
あ
る
」

こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
が
多
い
。

し
か
し
、
医
師
が
高
収
入
で
あ
る

こ
と
を
も
っ
て
即
「
金
の
亡
者
」

と
す
る
の
は
、
現
実
を
無
視
し
た

レ
ッ
テ
ル
貼
り
に
過
ぎ
な
い
。
確

か
に
医
師
は
一
般
的
に
見
れ
ば
高

収
入
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
高

度
な
専
門
性
と
重
責
、
そ
し
て
長

期
に
わ
た
る
研
鑽
へ
の
対
価
で
あ

り
、
単
な
る
金
儲
け
主
義
の
結
果

で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
多
く
の
医

師
は
、
過
酷
な
労
働
を
強
い
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
の
医
師
が
患
者
の
社

会
的
・
経
済
的
状
況
に
配
慮
し
つ

つ
、
保
険
診
療
の
範
囲
内
で
最
大

限
の
治
療
を
行
お
う
と
努
力
し
て

い
る
。
更
に
、
日
々
の
診
療
に
加

え
、
学
生
教
育
や
学
会
活
動
、
地

域
で
の
講
演
会
な
ど
利
益
を
度
外

視
し
た
活
動
に
も
尽
力
し
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
「
金
の

亡
者
」
と
は
程
遠
い
。

医
師
の
日
常
業
務
に
は
責
任
と

重
圧
が
伴
う
。
診
断
・
治
療
な
ど
、

医
師
の
一
挙
手
一
投
足
が
患
者
の

生
命
と
生
活
の
質
に
直
結
す
る
た

め
、
常
に
高
い
集
中
力
と
倫
理
観

が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
当
直
や

オ
ン
コ
ー
ル
で
夜
間
・
休
日
を
問

わ
ず
働
く
医
師
も
多
く
、
そ
の
心

身
へ
の
負
担
の
大
き
さ
は
計
り
知

れ
な
い
。
加
え
て
、
訴
訟
の
リ
ス

ク
、
患
者
や
そ
の
家
族
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
医
師

の
悩
み
は
多
岐
に
わ
た
る
。
言
う

ま
で
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
状
況

下
で
働
き
続
け
る
に
は
、
金
銭
的

報
酬
以
上
の
動
機
が
必
要
な
の
で

あ
る
。

そ
も
そ
も
医
師
に
な
る
た
め
に

は
、
長
い
年
月
と
並
々
な
ら
ぬ
努

力
を
要
す
る
。
厳
し
い
受
験
競
争

を
勝
ち
抜
き
、
医
学
部
に
入
学
し

た
後
も
、
６
年
間
に
わ
た
っ
て
膨

大
な
知
識
と
技
術
を
習
得
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
後
も
医

師
国
家
試
験
を
経
て
、臨
床
研
修
・

専
門
研
修
と
、
少
な
く
と
も
10
年

近
く
は
修
練
が
続
く
。
金
儲
け
だ

け
を
目
的
と
す
る
に
は
あ
ま
り
に

も
過
酷
な
道
の
り
で
あ
り
、
多
く

の
医
学
生
は
「
人
の
命
を
救
い
た

い
」「
社
会
に
貢
献
し
た
い
」
と

い
う
動
機
か
ら
こ
の
医
師
と
い
う

職
業
を
志
し
て
い
る
の
だ
。

「
医
者
は
金
の
亡
者
で
あ
る
」

と
い
う
決
め
つ
け
は
、
実
際
の
医

療
現
場
や
医
師
の
倫
理
的
側
面
を

無
視
し
た
偏
見
に
過
ぎ
な
い
。
確

か
に
金
儲
け
に
傾
倒
す
る
医
師
が

一
定
数
存
在
す
る
こ
と
は
否
定
で

き
な
い
が
、
そ
れ
は
医
師
以
外
の

職
業
に
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

大
多
数
の
医
師
は
、
社
会
的
責
任

を
果
た
し
誠
実
に
働
い
て
い
る
。

医
師
へ
の
報
酬
は
こ
の
よ
う
な
現

実
に
対
す
る
正
当
な
対
価
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

満開の桜の遊歩道

趣 味 の 散 歩

住民が憩う広々とした
遊歩道

茗荷谷駅と播磨坂

知ってますか？

握力測定はサルコペニア評価で最も広く用い
られる指標である。Asian Working Group for 
Sarcopenia（AWGS）が推奨するカットオフ値は、
男性28kg未満、女性18kg未満。低握力は全
死亡、心血管死亡、要介護化などのリスク増大
と関連する。握力は上肢随意筋力を簡便に評
価する代理指標であり、全身筋量や神経筋協調
を含む全身状態を反映するとともに、臨床予後
とも有意に関連することが示されている。

握力測定
（Handgrip Strength）

問
合
先

慶應義塾大学信濃町キャンパス総務課内　
生涯教育研修セミナー事務局
TEL：03-5363-3611　E-mail：med-somu-3@adst.keio.ac.jp 

日時▶10月25日（土）15時～18時30分
形式▶ハイブリッド形式（現地：ハイアットリージェンシー東京地下1階「桃山」／Zoom配信）
講演会▶『健康寿命の延伸に向けて～運動器疾患による麻痺と疼痛の克服～』
モデレーター▶中村雅也（慶應義塾大学医学部整形外科学教室 教授）
参加対象▶慶應義塾大学医学部、三四会、慶應医師会、慶應義塾大学関連・紹介
病院、東京都地区医師会に所属する医師
単位取得▶日医生涯教育制度3単位（CC：57、60、62、73）
申込方法▶参加費無料・事前登録制（現地参加は定員に達した場合、受付を締切ります）
詳細は慶應義塾大学医学部のWebサイト（https://www.med.keio.ac.jp/）の
「ニュース」にて後日お知らせします。
次回開催▶令和8年2月28日（土）予定

第137回 慶應義塾大学医学部生涯教育研修セミナー
INFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATION
都医からのお知らせ

詳しい内容、申請方法等は当組合ホームページをご覧ください
www.tokyo-ishikokuho.or.jp

医師国保では組合員の疾病予防のため
下記の検診等を受けられた方に助成金を支給しています

医師国保からのお知らせ

東京都医師国民健康保険組合 ☎03-3270-6431（総務課）

○人間ドック等健康診断
　対象者1人につき年度内1回3万円を限度に支給

○乳がん検診
　対象者1人につき年度内1回5千円を限度に支給

○脳血管健康診断（脳ドック）
　対象者1人につき年度内1回1万5千円を限度に支給

都
医
ニ
ュ
ー
ス
２
号（
昭
和
36
年
２
月
発
行
）を

お
持
ち
の
方
は
ご
一
報
く
だ
さ
い

東
京
都
医
師
会
広
報
学
術
課

☎
０
３-

３
２
９
４-

８
８
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１
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ふれあいポスト 各地区会報から

⻆田 徹三鷹市医師会

　コロナ禍の夏休み、一時帰国した次男と北アルプス最深部を歩いた。黒部川の源流部、3000m
級の山々が周囲を囲む雲の平は、標高2600m、広さ25万平方メートルに及ぶなだらかな溶岩台
地で、高山植物が咲き乱れ、美しい池塘が点在する。どこから登っても１日では到達困難な“遠い
山上の楽園”だ。今回はその周囲の“日本百名山”も目標とした。
　富山県の折立から太郎平に登り、百名山一座目、巨大な山体の薬師岳(標高2926m)を目指す。
風雨の中、山頂にやっと着いたがもちろん展望はない。
　黒部川沿いに建つ薬師沢小屋に泊まり、翌日は顎を擦るような急登から雲の平に登り着く。日
本庭園やギリシャ庭園と名前の付く池塘をめぐり、雲ノ平小屋から霧の中、祖父岳（2825m）に向
かう。『黒部のへそ』と言われるその頂上に着くと雲が上がり、“日本最後の秘境”を取り囲む峰々の
見事な眺望が出現した。
　黒部川の水源岩苔乗越から水晶岳（2978m）を目指す。緊張する岩場を越えて、二座目の急峻な
山頂に立つ。稜線を辿って三座目の鷲羽岳（2924m）へ。槍ヶ岳（3180m）から笠ヶ岳（2897m）
を望む南方の展望が広がる。
　ハイマツの海に浮かぶ三俣山荘へ下るが、ここがまた天国の様な場所だ。宿泊したい気持ちを
抑え、三県境の三俣蓮華岳（2841m）へ登る。双六小屋に駆け下りやっと長い一日が終わった。三
日目は槍ヶ岳を越える予定だったが、再び天候が崩れたため、小池新道を新穂高温泉に下山した。
　多分もう二度とは行けないであろう息子との長大な山歩きは、とても充実したものであった。
� （「三鷹醫人往来」2025年7月 第47巻4号より抜粋）

北アルプス最深部を辿る

夜長月　秋の夜長に暮れる宮古島からの夕日� 武蔵野市医師会  藤田光裕

太郎平へ 薬師岳 稜線

薬師沢へ
雲の平 高山植物

雲ノ平小屋
黒部五郎岳 雲の平 薬師岳 水晶岳

槍ヶ岳 鷲羽岳 笠ヶ岳

水晶岳 鷲羽岳 小池新道

鷲羽岳とハイマツの海に浮かぶ三俣山荘
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19
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
発
生
か
ら
早
５
年
余
り
が
経
ち
ま
し
た
。

マ
ス
ク
の
着
用
に
関
し
て
は
、
医
療
機
関
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
上
部
で
着
用
を
お
勧
め
す
る
施
設
と
、

ぱ
っ
と
見
す
ぐ
に
は
見
当
た
ら
な
い
施
設
も
増

え
つ
つ
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
か
ら
の
通
知
を
受
け
て
、
令
和
５

年
３
月
13
日
以
降
、
マ
ス
ク
着
用
は
個
人
の
主
体

的
な
選
択
を
尊
重
し
、
個
人
の
判
断
が
基
本
と
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
医
療
機
関
は
そ
れ
ぞ
れ
で
判
断

を
行
っ
て
い
る
の
が
実
情
と
推
察
し
ま
す
。
温
度

差
と
い
う
か
、
マ
ス
ク
着
用
を
強
く
勧
め
る
施
設

や
、
も
う
し
な
く
て
も
い
い
の
か
と
い
う
そ
れ
ぞ

れ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
り
、
医
療
者
で
も
ど
っ
ち

な
の
か
と
悩
む
と
こ
ろ
で
、
受
診
者
や
面
会
の
方

た
ち
は
な
お
さ
ら
ど
ち
ら
な
の
か
と
悩
ま
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

医
療
機
関
の
取
り
扱
う
疾
患
の
特
性
な
ど
を

考
え
て
、
感
染
管
理
を
新
型
コ
ロ
ナ
以
降
し
っ
か

り
と
と
る
よ
う
に
な
っ
た
習
慣
は
非
常
に
大
切

で
、
医
療
機
関
は
病
気
を
治
す
と
こ
ろ
で
あ
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
感
染
性
の
疾
患
に
罹
患

し
て
し
ま
う
リ
ス
ク
も
あ
る
と
い
う
こ
と
の
認

識
も
必
要
で
す
。
い
つ
ま
で
マ
ス
ク
着
用
を
お
願

い
す
る
か
の
答
え
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
な

く
と
も
医
療
機
関
内
で
の
飛
沫
感
染
対
策
（
つ
ま

り
マ
ス
ク
着
用
）
は
、
診
療
エ
リ
ア
で
は
未
来
永

劫
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

臆
病
な
感
染
症
医
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

�

（
菊
池 

嘉
）

〈
資
料
〉

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/
kansentaisaku_00001.html

厚
生
労
働
省 

マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て

無 声 拝 聴いつまでマスク着用をお願いするか
再興する百日咳とワクチン戦略の展望

東
京
都
医
師
会

感
染
症
予
防
検
討
委
員
会

（

）

感
染
症
豆
知
識

　2002～2003年 の 重症急性呼吸器症候群（SARS）、 その後の
AH1pdm09インフルエンザやSARS-CoV-2によるCOVID-19は、いずれ
も「新興感染症」である。一方、最近では麻しん、水痘、百日咳など、
予防接種や抗菌薬治療によって減少傾向にあった「再興感染症」が注
目されている。
　この背景には、1）コロナ禍での感染対策（マスク着用、手洗い、外
出自粛）の緩み、2）感染機会の減少による自然免疫獲得の遅れや集団
免疫の低下、3）COVID-19対策に集中した結果、各ワクチンの適切な
接種時期の見逃しや誤情報の拡散による接種率の低下、4）症例経験
の不足により診断に時間を要した、5）社会活動や渡航制限の解除に
伴う人流の再開など、複合的な要因が考えられる。
　1974年からの拡大予防接種計画（EPI：Expanded Programme on 
Immunization）により、14疾患に対する予防接種が導入され、1億5,400
万人（このうち5歳未満は1億4,600万人）の命が救われ、世界の乳児
死亡率は40%減少したと推算される。全ての人々が平等に予防接種
を受けられる環境を整えることは、国際的な公衆衛生の要である。
　なかでも子どもたちの3種混合ワクチン（DPT）の接種率は、各国の
予防接種制度の普及状況や保健医療体制の充実度を示す重要な指標
である。世界全体のDPT3回目の接種率は、2023年には84%と、この
40年間で約2倍に増えたが、いまだ初回接種を受けていない乳児
（zero-dose-children）は1,450万人存在する。
　本邦の5種混合ワクチン（DPT-IPV/Hib）の初回接種は生後2カ月の
ため、それ以前の乳児は百日咳に感染しやすく、重症化や死亡リス
クも高い。新生児や乳児の感染源は特徴的な咳症状を欠く年長児や
成人である。
　本年の感染拡大を契機に、就学前のDPT追加接種の定期接種化や、
11〜12歳の2種混合ワクチン（DT）をDPTへ切り替えることに加え、
既に米国・英国などで導入されている妊婦へのDPT接種によって母
子免疫を付与し、乳児を百日咳から守るなど、『百日咳への対策強化』
を検討すべき段階にきているのではないだろうか。
� （文責：萩原温久）

都医HP・Eメール
■ ホームページアドレス� https://www.tokyo.med.or.jp
■ Eメールアドレス� jimu@tokyo.med.or.jp

主催 東 京 都 医 師 会
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肥
満
症
治
療
の
最
前
線

日本医師会生涯教育講座
日 時� 令和7年10月30日（木）午後２時〜５時

事前申込制とさせていただきます

【申込方法】研修申込システムにて申込

【定　　員】100名
【申込締切】令和7年10月29日（水）

【問い合わせ先】
東京都医師会 広報学術課
TEL：03-3294-8821（代表）
※詳細は都医ホームページを
　ご確認ください

肥
満
症
・
生
活
習
慣
病
に
対
す
る

最
新
の
外
科
治
療

笠
間
和
典 

先
生

肥
満
症
お
よ
び
生
活
習
慣
病
に
対
す

る
外
科
治
療
は
、
世
界
中
で
年
間
70
万

例
も
行
わ
れ
て
い
る
確
立
さ
れ
た
治
療

で
あ
り
、
従
来
の
内
科
的
治
療
に
比
べ

る
と
長
期
成
績
が
優
れ
て
い
て
、
腹
腔

鏡
下
手
術
や
胃
内
視
鏡
で
の
治
療
が
行

わ
れ
て
い
る
。

現
在
日
本
に
お
い
て
保
険
診
療
で
行

わ
れ
る
術
式
は
、
腹
腔
鏡
下
ス
リ
ー
ブ

状
胃
切
除
術
と
腹
腔
鏡
下
ス
リ
ー
ブ
バ

イ
パ
ス
術
で
、
お
お
ま
か
に
は
Ｂ
Ｍ
Ｉ

32
以
上
で
、
２
つ
以
上
の
肥
満
関
連
疾

患
で
保
険
適
応
と
な
る
。
術
前
・
術
後

の
多
職
種
チ
ー
ム
に
よ
る
栄
養
・
行
動
・

心
理
支
援
が
治
療
成
果
を
左
右
す
る
重

要
要
素
で
あ
り
、
個
別
化
医
療
の
実
践

が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
専
門
施
設
で
の

施
行
が
望
ま
し
い
。

最
近
で
は
肥
満
症
に
対
す
る
薬
物
治

療
も
発
展
を
遂
げ
て
お
り
、
今
後
は
、

よ
り
低
侵
襲
な
外
科
治
療
と
内
科
治
療

と
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
統

合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
確
立
が
期
待
さ

れ
る
。

肥
満
症
・
２
型
糖
尿
病
に
対
す
る

最
新
の
内
科
治
療

山
内
敏
正 

先
生

肥
満
症
の
治
療
目
的
は
、
肥
満
に
起

因
・
関
連
す
る
健
康
障
害
の
予
防
・
改

善
で
あ
り
、
減
量
目
標
は
３
～
６
カ
月

で
現
体
重
の
３
％
で
あ
る
。
そ
の
達
成

と
リ
バ
ウ
ン
ド
の
防
止
の
た
め
に
は
、

食
事
療
法
、
運
動
療
法
に
加
え
、
行
動

変
容
を
促
す
行
動
療
法
が
有
効
で
あ

る
。
目
標
未
達
成
の
場
合
に
は
、
薬
物

療
法
導
入
も
考
慮
さ
れ
る
。
肥
満
症
治

療
に
あ
た
り
ス
テ
ィ
グ
マ
を
排
除
す
る

（
肥
満
症
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
２

２
）。

糖
尿
病
の
治
療
の
目
標
は
、
糖
尿
病

の
な
い
人
と
変
わ
ら
な
い
寿
命
と
Ｑ
Ｏ

Ｌ
で
あ
り
、
合
併
症
や
併
存
疾
患
の
予

防
等
の
た
め
、
血
糖
、
血
圧
、
脂
質
代

謝
、
体
重
等
の
個
人
ご
と
の
目
標
を
決

定
し
て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
図
る
。
ま

ず
年
齢
等
か
ら
目
標
体
重
を
決
定
、
活

動
量
等
か
ら
食
事
療
法
、
運
動
療
法
を

決
定
す
る
。
目
標
未
達
の
場
合
の
薬
物

療
法
や
、
ス
テ
ィ
グ
マ
除
去
に
つ
い
て

も
本
講
演
に
て
詳
述
す
る
（
糖
尿
病
治

療
ガ
イ
ド
２
０
２
４
等
）。

日本医師会生涯教育制度 合計 2単位

カリキュラムコード　23、82

オンライン（Webex）のみで開催します
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新宿区は総人口約35万人で15歳〜64歳の人口は70.8％、
特別区部や全国より高く、65歳以上の人口は20.0％で、特
別区部や全国より低いが上昇傾向にあります。夜間住民人口
に加え、昼間人口の就業者が大変多く、新宿区への流入人口
は51万人、流出人口は7万人で、流入超過は44万人となり、
昼間人口が夜間人口の約2.3倍という状態です。そして住民
の14％が外国人であるという特殊な地域です。
新宿区医師会は「区民に開かれた、区民と共に歩む医師会」

というスローガンを継承し、安心・安全・健康で生活できるよ
う、質の高い医療の確保と最新の医療知識・技術の習得を目
指しています。区内には3大学病院と5基幹病院があり、医
療資源に恵まれた地域です。これらの医療機関と強固な連携
を結び、最新医療の提供、潤滑な病診連携、医療安全対策
の強化を図り、医療事故の防止に努めています。
区民に対する医療サービスとして、新宿区医師会区民健康

センターで区民健診、がん検診、婦人科検診、肝炎検査、土
曜の夜間および日曜・休日の昼間・夜間に診療を行い、区民
に対する医療情報提供の場として行っている「新宿区民医療
公開講座」は新宿区、新宿区町会連合会のご協力のもと
2013年から定期的に開催して大変好評を得ております。区民
の健康、医療に対する意識の高まりを感じています。
また新宿区住民の外国人増加に伴い、外国人医療事業を

設立しました。少子高齢化の日本では、国内で就労する外国
人労働者の増加は必要とされ、健康管理や労働安全教育の

適切な実施や労働災害発生時における対応など、外国人労働
者に対する安全衛生管理に配慮が必要となります。すべての
外国人患者と医療機関が、安心して日本での医療を受けられ
る体制が構築され、外国人に日本人と同様の水準の医療を遅
滞なく提供できる日が来ることを考え、外国人医療における
問題点と対策、改善策を検討しています。
最近高まっています未曾有の災害の発生に備えた新宿区の

災害時初期医療体制についてご報告します。災害発生時（発
災から72時間）、新宿区東新宿保健センター内に新宿区災害
医療救護支援センターを開設、８カ所の緊急医療救護所を3
大学病院、5基幹病院隣接の施設の門前や敷地内に立ち上げ
ます。医師会、歯科医師会、薬剤師会、区職員から各緊急
医療救護所への担当人員を決めて配置して活動を開始します。
同支援センター内の災害医療コーディネーター（医師会医師3
名）と区職員で、災害拠点病院等の被災状況の把握（EMIS
等）、医療救護所の活動状況把握・支援・担送調整などを行
います。令和7年12月には新たな体制となります。
2040年までの高齢者増加に伴うさまざまな医療や社会保

障の課題に向き合っていく必要があると考えています。在宅医
療推進事業、介護保険事業における認知症・物忘れ相談事
業の医師会活動も、医師会員の全員が強固な協力のもと進展
させます。
今後も区民と共に区民に寄り添った医師会活動を行ってま

いります。

地区医師会長からの一言
新宿区医師会の問題点と
今後の新たな取り組み
新宿区医師会長　岡部富士子

医師と医師会を結ぶ 情報紙 都医 EWS
ニュース
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